






































































から ｢媒介 ･過程モデル｣への展開 (図の左から右)に
-130- 人 間 福 祉 学 科

























































































































































































































































































出所 :岩間仲之 ｢障害系の子 ども家庭福祉サービス-援助の
4つのベク トルー｣ 柏女霊峰 ･山解文治編%･『新 しい
子ども家庭福祉』 ミネルヴァ書房,1998,p.176.
図4･援助の4つのベクトル
















































































































































開始期 i 相互確認 ① メンバーとワーカーの存在欝知 システム (グループ)の境界の確終○成長への始動｡
② ~契約の促準 メンバーと施投.機関の要求の明確化｡ワ｢カーの役割の明確化.
作業期 Ⅲ 相互交渉 (丑 契約内容の修正と深化 }r=ンバーに共通する二間層の明確化.グループの存在意義の明確化.浸透 くさ 閉居の理解と分かち合いの促進 各メンバ-の状況理解｡メ■ンバー相互の共感｡相違点の艶織.
②.影響 の 与え合 い の 促 進 新しい発見や気づき.閉館絡織の変化. ｢いま､ここで｣の関係性の強繭｡
Ⅳ 相互援助 ① 助 け 合 い の 促 進 問題解決に向けてお互いの存在を必要とする ｢相互援助システム｣の
完成｡
@ ･｢触媒者｣キしての働きかけ 創夷的なグループ活動oワーカ .ーを情報埠供者として活用o
終結期 V 相互受容 (》 自分自身の受容-の働きかけ メンバー自身の変化の気づき○② メンバー の変化の観知.メンバ｣の尊重と支持.感情の交流｡
(7)



















































開始期 I 相互強談 ① p存 在 の 相 互 賂 知 向かい合う対象の艶知..ワ-カ_-との信頼関係の構築.相互の存
② 契 約 の 促 進 その時点での相互の立場 .状況.要望の賂知○機関及びワーカーの役割の絡知.閉居解決-の主体的態度の形成○
作業期 Ⅲ 相互交渉 ① 共通基盤の形成-の働きかけ 閉居解決に向けて向き合うことの必要性の酪知｡
･②.対等な向かい合い-のアドボカシー 閉居解決に向けた ｢対等な関係｣の形成｡
;.I透 閉 居 の 理解と 分 か ち 合 い の 促 進 ｢いま､ここで｣の関係性の萌芽｡相互理解と相互共感｡問題解
決J､の始動.
② 影響の与え合 い の 促 進 新しい気づきの促進や真のニーズの発見｡閉居認識の変イヒo自己決定-の歩み○
Ⅳ 相互援助 (》 助 け 合 い の シ ステムづ く り ｢相互援助システム｣の形成. イ運命共同体｣の構轟○情報の分
かち合いと健全なコミユ_土ケ-シヨン様式の形成｡相互の要求｡
@ ｢触媒者｣として の 働 き か け 間庸解決-の取り組みとそのフィードバックo問題解決に向けた新たなシステムとの交渉.新たな関係づくりの進展.
終結期 Ⅴ 相互受容 ① 相互等重の促進 ｢かけがえのない存在J.としての認識○感情の交流○





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































岩間仲之 ･向井久美子 ･後藤美代 ｢地域における対人
援助の基本的視座 一機能訓練事業の事例研究からの展
開-｣『大阪市社会福祉研究』第20号,大阪市社会福祉
協議会 ･大阪市立社会福祉研修センター,1997.pp.29-38.
なお､以下の文献では､障害をもつ子どもの領域にお
いてこの ｢援助の4つのベクトル｣の概念を具体的に展
開している｡
岩間仲之 ｢障害系の子ども家庭福祉サービスー援助の
4つのベクトルー｣柏女霊峰 ･山願文治編著 『新しい子
ども家庭福祉』ミネルヴァ書房,1998,pp.173-196.
6)岩間仲之 ｢グループワークにおける援助過程研究｣
前掲論文.
7)LawrenceShulman,The･SkllsofHelpL'ng
IndJ'vJ'duals,FamL'l'es,and.GTOuPS(thirded.),F.E.
PeacockPublishers.Inc‥1992.
8)Garland.∫.A‥Jones,H.E.andKolodny.R.L..
"AModelfわrStagesofDevelopmentinSocialWork
Groups'.,inBernstein.S.(ed.),ExploITatJ'onslnGroup
WoI*.･EssayJ'nTheoryandPTaCtl'ce,Boston:Charles
RiverBooks,Inc‥1976.pp.17-71.
Summary
Thepurposeofthisstudyistoconsiderthecharactericticsandhelpingprocessin'mediating-processmodel-.This
modelliesatthefoundationoftheSchwartz'theory.
Thecharactericticsofthismodeliscomposedoffわurelements,1)mediatingohequalterms.2)mutualaidsystem,
3)fourhelpingvectors.4)helpingprocess.Andthishelpingprocesshasfivehelpingstages,1)mutualidentification.
2)mutualnegotiation,3)mutualpenetration.4)mutualaid,5)mutualacceptance.
ThestudyofthishelpingProcessincludingtheconceptofadvocacyandself-realizationshowsusthe
charactericticsofsocial'workpractice.
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